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論 文 内 容 の 要 旨
今や,日 本人観光客が世界のどこへで も出かけて行 く時代 になったが,日 本人はなぜ旅行 をす
るのであろうか。人は何のために旅行をするのであろうか。 このような疑問は,そ の国 の経済 と
いう大きな問題か ら,旅 行者の興味や関心といった個人的な問題 にまでおよぶ といえる。人間行
動の様々な側面を研究する社会心理学の視点か らこの旅行動機iを研究することは意義があること
と思われる。
本論文は4部 か ら成る。第1部 第1章 では,問 題 の端緒を概括 し,ッ ー リズムへの多様な研究
のアプローチを述べる。第1部 第2章 では 「ツー リズム」,「旅行者」,「旅行動機」な どの定義を
検討する。第1部 第3章 では,本 研究の目的と課題 を述べる。
第2部 第1章 では旅行動機の検 討と本研究の方法 を概括 し,心 理学 における動機理論 を旅行動
機の分析に適用することについて検討を行なった。心理学において各種の動機理論が展開されて
いるが,こ れ らの中でMaslowの 動機理論を応用 した。第2部 第2章 では旅行動機 についての先
行研究を検討 し,調 査項 目のレビューを行った。研究の進展 につれて,各 種文献の中に,「人はな
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ぜ旅行す るのか」 という記述が散見されるが,こ れ らは必ず しも組織 的調査に基づ くものではな
く,著 者の体験や旅行観 を述べた ものであった。 また人が移動することについて,近 代以前か ら
現代までの変化 を指摘する論文や報告 も多い。旅行に関する先行研究 を再整理する ことは,動 機
研究にとって基礎的な視点を与えるものである。
旅行の動機 は多面的で複雑であ り,旅 行者 に旅行動機 を聴 き取 りして も正確 に把握できる とは
限 らない。公式な動機 と非公式で暗黙な動機 には不一致があ り,こ の種の調査 を困難にさせて い
る。本論文は先ず この旅行動機 を様 々な比較調査 に使用可能なものとするための体系的分類を行
な う。旅行者に関する各種調査等には旅行動機iに関連するなんらかの事項が含 まれているが,調
査主体,調 査 目的に対応 して恣意性が大 きい。 しか し,動 機 の多面的性質 を促え動機分析 を行 う
ためには こうした異種な調査項 目を一定の枠組みで整理する必要がある。そ こで,本 論文では,
1990年 以降 に行なわれた内外の21の 研究を レビューし,KJ法 によ り旅行の理 由を15種 類に分類
した。 さらにこの15種 類をグループ化す ることによ り,Maslowの 動機理論 との対応が見 いださ
れた。第2部 第3章 では全体的考察 と研究の方法を述べている。
第3部 では実証的研究を行なった。第3部 第1章 では,日 本人とマレーシア人の旅行動機 につ
いて調査を実施 した。そ こで,第 一に子育て終了後 に旅行 をす る日本人女性についての詳細な情
報を提出す る。 このような女性は今 日の 日本 において,も っとも急速 に成長 している旅行者集団
のひ とつであるとみなされている。本研究では 日本人の旅行 グループの9人 のメンバーに面接 を
行 った。9人 のうち1人 は海外旅行未経験者である。 この海外旅行未経験者には,未 経験である
ことの理由を知 ることを目的に面接を実施 した。 また第二に,日 本へ の研修プログラムをもって
いる企業で働いているマレー シア人たついて,詳 細な情報を示す。研修生の動機を明 らか にす る
ことと,旅 行が彼 らの人生に影響を与えているか どうかを観察す る。面接は,マ レーシアの従業
員約1000人 のA工 場において,!996年 の春に原則 として1対1で 行なった。調査対象者はこの工
場の20歳 か ら40歳 までの男性研修生6人,女 性研修 生6人 である。 この工場を選択 した理 由は,
職員を定期的に日本 に向わせるという研修プログラム をもっていたか らである。面接の対象 とな
った研修生はそれぞれユニークな事例であり,そ して旅行の価値を明 らかにす るうえで有益であ
った。
第3部 第2章 では,マ レーシアにおける日本人旅行者へのアンケー ト調査を実施 し旅行動機 活
動,満 足と不満足を調べ,そ の結果,対 象者の旅行動機はMaslowの 理論に従って,5つ の欲求 レベ
ル に分類することができた。調査対象者はマ レーシアか ら帰国する約200人 の 日本人を対象 とし,そ
の内142人 か ら回答 を得た。調査は1996年3月 に行 い,場 所はクアラル ンプールの国際空港である。
第4部 で は全体的考察 と結論 を述べ ている。第4部 第1章 では上述 の研 究成果 を踏 まえて
Maslowの 欲求階層理論 に基づいて,旅 行動機の発展過程的モデルを検討 した。第4部 第2章 では
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結論 として論文全体 をまとめている。主要な結論 として,(1)旅 行動機は社会経済的および心理的
要因と関連 していること,(2)Maslowの 理論は旅行動機の分類に適用できること,(3)日 本人とマ
レーシア人の旅行動機 について一定 の理解が得 られた ことをあげている。
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
ッー リズム に関する研究は これ まで主 として経済学,地 理学,民 族学,社 会学,人 類学な どの
多様な科学が関わるまさに学際分野として発展 してきた。本研究はそのような関連諸科学のなか
で,必 ず しも体系的に取 り扱われてこなかった旅行者の動機に焦点 をあて,社 会心理学的視点か
らの研究 を行 なおうとする試みである。
本研究は理論的検討を行なった部分(第1部 及び第2部)と 実証的検討の部分(第3部)と か
らなってお り,理 論的検討のなかでは,先 行研究について調査項 目を中心 として分類整理を行っ
ている。 これまでの調査はかな り多様であり,ま た恣意性 もみ られるといわざるをえない現状で
あるが,本 研究はKJ法 を採用 しつつ先行調査研究 について分類を試みてお り,そ の結果は高 く
評価できる。 この レビューと分類はかな り詳細で体系的であ り,本 研究 のみな らず,こ の領域に
おける将来の調査研究 にも基礎的視点を提出するものとして有益である。また この検討過程 にお
いて,Maslowの 動機i理論 との対応 も指摘 してお り,こ のような視点か ら理論的整理 を行なった
先駆 的試みとして も意義深い。
第3部 では実証研究 を行なってお り,こ の点で,理 論 と実証の総合を目指す姿勢は評価できよ
う。実証部分は,日 本人とマ レーシア人の旅行動機 を調査研究 した ものである。 この調査は二つ
の部分か らな り,一 つには,日 本人 とマレーシア人の旅行動機に関す る事例研究であり,い ま一
つは,マ レーシアにおける日本人旅行者へのアンケー ト調査である。
事例研究は,子 育て終了後の 日本人女性からなる旅行グループを対象とした面接 と,他 方での,
マレーシアのある工場従業員 に対する面接 とか らなっている。積極的に海外旅行を行 って いる 日
本人女性たちに対 して,外 国人の立場か ら面接を試みた ことは,新 たな理論形成にむけて多 くの
知見を得る機i会ともなってお り,本 研究の国際性 を高めて いるともいえる。
また,日 本への研修プログラムをもつマレーシアの工場 において も,同 様の面接調査を実施 し,
MaslOwの 理論によ りつつ,旅 行の動機 を考察 して いる。た とえばMaslowの 提唱 した欲求 との
対応関係や欲求の重複性 ・流動性 といった問題のみな らず,旅 行に影響を与える要因としての時
間,収 入,ゆ とり,さ らには社会的背景,あ るいは,旅 行 において得るものな どにつ いて,調 査
結果を考察 している。やや未整理の感はあるものの,豊 かな情報が得 られてお り国際比較 による,
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理論展開の試みは評価できる。
アンケー ト調査は,マ レーシアの空港 において,日 本人旅行者 に対 して行ったものである。 こ
の調査において も,Maslowの 動機理論 によりつつ,旅 行者の属性 と動機 の関連を追求 している。
このデータ じたいが貴重な情報 となって いると評価できる。
本研究は,個 人の動機 という視点か ら旅行を捉えようとする。 しか し,そ の動機 は多様であ り,
また社会経済的,歴 史的要因 も複雑 に影響 している。 こうした多様性 をMaslowの 理論によりつ
つ整理分類 した ことは,本 研究の功績 と評価できる。 しか し,ひ るがえって実証の成果をもとに,
先行理論 を批判的に検討 し独 自の理論 を構築す ることについては不十分の感 も否めない。しか し,
比較的新 しい領域 にお いて,理 論 においても実証 において も一定の先駆的成果 をあげてお り,ま た
日本 とマ レー シアの国際比較 ともなりえていることか ら,こ の分野の研究に大きく貢献するもの
といえる。
よって,本 論文は博士(教 育学)の 学位論文 として合格 と認める。
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